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高橋是清とペノレｰ,カラワクラ鉱山

一早過ぎた南米進出そしてその後一

三宅輝海1)

且.カラワクラ鉱山事件の顛末

私の書棚に中公文庫の高橋是渚自伝上･下巻(高橋,

'1979)がある.内外の歴史に暗く,また尊敬する人物だ

とも特にたい私の書棚に本職とも趣味とも関係のないよ

うに見えるこの本の存在するのを誰かがみれぼ奇異の感

を抱くであろう.しかし多少関係のなくもたいところが

あり,それを一度何かに書いておきたいと思っていたの

で与えられた紙幅をこれに当てさせて頂くことにする･

高橋是清(写真1)は岡田内閣の蔵相として予算編成に

際して軍部と対立,二･二六事件で暗殺された.時に83

歳であった.仙台藩の江戸定詰足軽の養子として育った

是清は幼少から出来がよく,仙台藩の英語研修生として

12歳で横浜に行ったカミ,大火に会いまた藩の方針も変わ

って長く続かず,暫く外国銀行のホｰイをしたりして英

語学習を続けた.14歳でサンフランシスコに渡り手違い

から半ほ奴隷のようだ生活を強いられ,明治元年(1868

年)15歳で帰国,森有礼の書生から大学南校の英語教師

(明治2年)とたった･その後放蕩してこれを辞め芸者の

箱屋の手伝いにまで成下ったが,改心して唐津藩の英語

教師,大蔵省出仕(19歳),文部省出仕(20歳),辞職,株

式仲買店開業,廃業して再び文部省に入り,直後に新た

に出来た農商務省に移った.当時日本には未だ特許法も

商標登録法もなく,法治国としてまた先進諸国との対等

の国交のためにもその早急た制定が急がれていた･彼は

商標登録および専売特許条例を起案し,明治17-8年これ

らが相次いで発布され,商標登録所長に任畦られ,専売

特許所長をも兼任した.しかしこれの実施については色

々国際的た問題もあり,これについての米･英･独･仏

の実状調査カミ是清に命畦られた.明治18年(1885年)から

1年間海外に出張調査,帰国後これに基づいて上記の条

例を改正したものを参事院上程(未だ議会は恋い),明治21

年新たサこ商標･特許･意匠条例が発布された.これより

失明治20年これを扱う官庁を農商務省から独立させ,特

許局とし彼が初代の局長になった･時に36歳であった･

これまで若気の致すところと言うか,三升酒を呑み,

写真1高橋是清

遊蕩の果,職を辞して芸者の家に転がり込み,学資のた

い書生のために株屋を始めるといった欠きた振幅を見せ

た彼も,ここで自分で作った特許法の番人として落ち着

くかに見えたが,ここに彼の人生を一転させる大事件が

もち上がるのである.それは次に述べるとして,ここま

での自伝を読むと彼はその頭脳の明嚇さ,恐れず理非を

明らかにし難事を処理する説得力,私心のたい公正さの

点で抜群であり,脱線して落ち込んでいても何か事が起

これば誰かカミ是清を引っ張り出してこれに当たらせ,彼

は必ず期待に応えたという得難い人材であったことが分

かる.もっとも自伝なので多少割引は必要かもしれない.

1)元目本大学文理学部:〒154東京都世田谷区下馬
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私の記憶にある晩年の達磨そっくりの風貌も人に愛され

るのに大いに役立ったであろう.そして彼自身に人から

頼まれれば舌といえない優しさがあったのであろう.こ

れがこの事件に引きずり込まれる一因でもあったようで

ある.

さて是清には農商務省に前田正名という畏友がいた

(当時は鹿鳴館の頃で表面だけ先進諸国の風潮をまねるという

傾向のあった時であったが).前田ぽ日本が先進列強に追い

つくには産業を興すことが重要であるという持論をもっ

ていた･是清はまた日本人が近代化に必要な資本を蓄積

するにはスペイン語やポルトガル語を使う今でいう発展

途上国で仕事をすべきであると考えていた.当時は日本

自体カミ発展途上だったのだが.そこに前田からペノレｰの

銀山の話が持ち出された.これはペルｰ在住のドイツ人

オスカル･へ一レン(資産家で以前日本にも在住したことが

あり,その後ヘルｰのドイツ領事と敗り大統領の娘と結婚して

同国の中央銀行の総裁もしたことのある有力者)の日本人雇

人井上賢吉たる者がへ一レン経営の農場の成績がよくた

いので勤勉な日本人農業者と日本の資本を入れてこれを

立て直したいという話をもって帰国してきた.ところが

井上はこのとき一つの銀の鉱石の見本を持参したが,こ

れはへ一レン所有のカラワクラ鉱山産でこの鉱山も興味

があれば共同経営Lてもよいという提案を出した.この

話は最初井上の縁故考である前山梨県令の藤村紫朗に持

込まれ,これが前記前田正名に伝わった.この鉱石を巌

谷立太郎博士(東大鉱山学教室)に依頼して鑑定して貰っ

たところ,鉱石は｢ルビｰシルバｰオァ｣といってほと

んど純銀に近い良鉱で,カラワクラ鉱山はドイツの鉱山

雑誌にも載っている有名た鉱山であることが分かった､

藤村前県令を含む当時の資産家･実業家七名の発起人が

各5万円を拠出し農業の方の話はそっちのげにして鉱山

の話を進めてしまった.そして巌谷博士の下にいた理学

士田島晴雄技師を博士の推薦でペルｰに派遣し鉱山を調

査させた.その結果,隣接鉱山を5万円で買収L,資本

金100万円の会社を設立,日本側出資を50万円とする契

約をさ昔だ.

話が他に洩れてじゃまの入るのを恐れて発起人だけで

秘密裡に進めていたこのプロジェクトを前田カミこの段階

で始めて是清に明かLその意見をきいたが,是清は｢巌

谷博士の御墨付たらば問題たいではたいですか｣と応え

たところ｢ついては君も｣枚加わってくれ｣といわれて

5万円はないので1万円で勘弁して貰ってこれに加わる

ことになった.

ここでこの50万円を調達するために組合員を16名に増

やして合計20余名としたが,この内には牧野神顕･巌谷

立太郎教授･田島晴雄の名が見える.この50万円という

金額は現在の貨幣価値でどの位のものか見当がつかない

が,是清が築地に建てた広大た特許局の庁舎が12万円で

あるから大体の想像はつく.

ここまでのところをこのやや詳しく述べたのは,この

事件では事の起こりが重要だからである.即ち是清がこ

の話を聞かされ協力を要請されたのは,既にすべての御

膳立が出来上がってからであり,しかもその内容はいか

にも美味しそうであり彼としては反対すべき理由がたか

った.ところがこれは前もって仕組まれていたのか,結

局日本側の代表として現地で総指揮をとるのは是清以外

にはたいという株主の総意によりペルｰ行きを懇願さ

れ,彼は大いに悩み蹟踏したがらも官(特許局長)を辞

しペルｰに赴くことに踏み切ったのである.この間の彼

の心境は自伝に｢述懐｣として3頁にわたって切々と述

べられている.

明治22年(1889年)エユ月16日,是清は田島技師,屋須通

訳とともに横浜を出帆,翌23年1月7日リマの外港カリ

アオ到着,オスカル･へ一レンに迎えられる.40日遅れ

て庶務掛りの山口が17人の坑夫を連れて到着する.先方

との折衝を終えて2月12日,一行はリマからカラフクラ

ヘ出発する.当時チクラ(リマから約100キ目,海抜約4,OOOメ

ｰトル)まで現在の中央鉄道(Ferrocarri1centra1)カミ通

じていたが,高度順応の為,途中マツカナ,サソマテオ

等に一泊し,最後にチクラに二泊,ら馬やら馬で4,843メ

鱗,

写真2大陸分水嶺,広軌鉄道としては世界最高(4818m)
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第1図位置交通図.

凡例

ノ

瘀

一トルのコンティネソタルディハイド(写真2)ティク

リオ峠を越え,カラワクラ鉱山に近いヤウリ都落に到着

した(第1図).この間の苦難は自伝に詳しい.ここで彼

は開山式を行った後製煉場建設,鉱山キャンプ,食料調'

連の段取りをして2月27日ヤウリ発,帰途につき,28目

付近のカサパルカ鉱山を見学して,3月1日リマに到着

した.

こうしてカラワクラ鉱山は順調にスタｰトLたかに見

えたが,3月26日小池技手が突然下山してきて坑内の鉱

石は掘り尽されて何もたいことを報告した､そこで是清

が,出発前酔っぱらった坑夫の喧嘩の仲裁に入って足を

挫きリマに留っていた田島技師を問いつめたところ,彼

は前回調査に来たとき現地調査をしておらず,リマの鉱

山学校でカラワクラの文献を英訳してもらってその通り

日本に帰って報告したという御粗末た話にたった.

是清は,種々いきさつはあったが,一応総撤退を前提

とした代案を出してへ一レンに承諾させ,4月10日カヤ

オ発,6月5日に帰国した･そして株主に事情説明,日

本撤退を決めへ一レンに通告した.これで終りだが,田

島技師は詐欺取財のかどで刑に処せられたらLいとあ

る.

ここで多少説明を要するのは,当時銀を産する鉱山と

1992年3月号

いうのは佐渡金山のようだ金に銀を伴う,いわゆ

るストレｰトゴｰルドの鉱山でなければ,大抵は

銀･鉛･亜鉛鉱床であって,しかも銀鉱は専ら鉱

床生成晩期の銀･鉛鉱化作用のステｰジに生成さ

れ,鉱床最上部に富鉱部がある傾向があるという

ことである.また鉱床上部は天水の作用により不

用物質が溶脱され,有用金属が濃集する二次官化

作用によって品位が上昇することが多い･当時亜

鉛は商業価値はなく,わが国最大の亜鉛鉱山神岡

でも亜鉛が回収されるようにたったのは明治36

年,細倉では44年であった.しかし金銀鉱として

神岡は八世紀から採掘されていた.これは鉱床上

部の高品位部及び二次的富鉱部が採掘されたので

ある.

カラワクラ鉱山もコロニアル時代から銀の産出

で有名であり,一時高品位部(ルビｰシルバｰ鉱と

は銀の硫塩鉱物を主とする紅色の銀鉱)を発見し,こ

れがドイツにもたらされ学会誌に記載され,一部

がへ一レンの雇人井上によって見本として日本に

送られたのである･しかしこの富鉱部はまもたく

採掘されてしまった.このことは当時のペルｰ鉱

山業界では周知の事実であって,この鉱山が売り

に出たとき誰も相手にしなかった.ところが鉱山

業にうといへ一レンが掴まされたのであろう.

しかし,この種の鉱山が,わが国でも銀鉱山としてで

はたく,鉛･亜鉛鉱山(銀は副産物)として現在でも持続

しているように,カラワクラも生き続けた一1948年以降

これを経営してきたのはペルｰの中堅鉱山会社(Volcan

鉱山会社)であった.日本では考えられたいことである

が,外国の個人余杜ではワソマソ社長が老齢にたると会

社を売って引退するというようたことがあるらLく,当

時間杜と関係のあった三菱商事にそのようた社長の意向

が伝えられ,三菱金属が調査することにたった.この社

長の考えは今にして思うと,68年にセロ･デ･パスコ杜

等が国有化されたが,そのことを予感したのかもしれた

し･.

63年三菱金属の駐在員としてリマに赴任した私は,先

ずポリピアでの仕事を済ませ,リマに帰任して与えられ

た最初の仕事はこのカラワクラ鉱山の調査であった.私

は勿論これが昔日本と関係のあった鉱山であることは知

らたかったし,三菱商事の方も是清がペルｰに来たこと

は知っていてもこれがその鉱山とは知らたかったのでは

あるまいか.

その調査に三菱商事の日系二世社員IngenieroMiguel

Gondo(南米最古といわれるリマ市サンマルコス大学地質学科

卒,フジモリ現大統領も同じ大学卒)とカラフクラヘ向かっ�
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写真3

カラワクラ鉱山

左上:カラワクラ鉱山遠景.

左中:カラワクラ鉱山,避鉱場,社宅.

左下:中央鉄道ヤウリ駅.

右上:職員クラブ(左),独身寮(右).

右下:Goram鉱山長(右端).

てリマを出発した.コレクティボと称する大型のアメリ

カ乗用車の乗合タクシｰで約4時間位でヤウリに着き,

英国人の採鉱技師P.F.Gora1n所長に迎えられた･翌

日所長の案内で坑内を見苦て貰ったが,海抜4,400メｰ

トルでの切羽の梯子の上下には苦労した｡ボリビアで鉱

山病は経験済みだったが,坑外に出て事務所で椅子に腰

かけるとひどく疲れて,目を閉じていると思わず意識も

うろうとなり,所長とI.Gondoが医者を呼ぽたくても

よいだろうかというようた話をしているのがぼんやりと

耳に入って来るという状態にたった.高山病である.翌

日所長のすすめもあって中央鉄道(Ticlio峠は広軌で世界

最高地の鉄道で海抜4,818メｰトル)でリマヘ帰った.

カラワクラ鉱床は,鉱床学でいう石灰岩申のマント型

の交代性鉛･亜鉛鉱床として立派たもので,見た部分は

幅10メｰトル以上もあり,鉱石も閃亜鉛鉱の塊のようだ

高品位のものであったが,その落しは南落ちで南側の鉱

区境界まで数百メｰトノレLかたく,暫く現状維持はでき

るが,それ程将来発展性のある鉱山とは考えられぬとい

う適当な報告を本社へ送った.社長自身もその後考え糸

変わったか,話は打ち切りとなった.帰国後,1968年の

Econo㎜icGeo1ogyにカラワクラ鉱山の地質鉱床(Lyo-

ns,1968)の記載が発表されたのを見出した.その時は

他の仕事で忙しくざっと図を眺める程度の余裕しかなか

ったが,精読してみてはじめて私はカラワクラ鉱床の実

地質ニュｰス451号�
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第2図

凡例

ヤウリドｰム地質図1

(1)避大岩(2)レッドベッド銃(Red

BedSeries)(3)マチャイ層(Ma-

chayFm)(4)コイアリスキスカ

層(Goy11arisquisgaFrn)(5)プ

カラ層(PucaraF㎜)(6)カタリ

ナ火山類(Cata1inaVolcanics)

(7)ミツ層(MlituFm)(8)エキセ

ルツオル頁岩(Exce1siorShale)

X1カラワクラ鉱山

災2サンクリストバル鉱山

X3モロコチャ鉱山

体を詳しく知った.

2.カラワクラとはどういう鉱床か

Lyons(1968)によれば,この鉱床はジュラ紀下部ラ

イアスのPucara層の石灰岩の基底近くに胚胎されてい

る(第2-4図).この地域の基盤である古生層は下から

Exce1siOrSha1e(下部古生代),石炭紀のMitu礫岩･砂岩

層(現在はルム･トリアス紀とされる)およびCata1ina火

山岩類からたるが,プカラ層は基底礫岩をともたって,

ミツ層またはカタリナ火山岩を不整合におおっている.

この上に整合に下部白亜紀のGog11arisquisga層と中部

白亜紀の層がくる･中生層の上に不整合に第三紀のRed

BedSeriesがくる･火成岩としては,カラワクラ迷入

岩体と呼ばれる石英モンゾニ岩岩頭が先第三紀の地層を

切って一般的た地域の構造方向NWに延びた延長1,100

m,幅850mの頭をSEに向けたオタマジャクシ形に露

出しているが,Lyonsはこれがカタリナ火山岩類の活動

の中心と考えている.これらの地層は第三紀(最盛期は

4,OOO万年前)のアンデステクトニクサイクルのインカ摺

曲,衝上運動をうけ,北西方向の軸をもつヤウリ･ドｰ

ム(Do血adeYau1i)を彬成した.これにともなって水

1992年3月号

平の地層を垂直に貫いていたカラワクラ岩頭の軸は地層

の傾斜と逆r50“Eの落レをもち,実際より大きく見

える露出面積を示す(第3-4図).大きくいえぱヤウリド

ｰムの頂部には下部の古生層が露出し,それを取囲んで

外側に同心状に中生層が分布する構造になっている｡鉱

化帯はドｰムの南西翼にあって,その位置はカラワクラ

岩頭の西側境界から約500mの幅の古生層を隔て,プカ

ラ層基盤礫岩の上位の石灰岩中にある｡プカラ層の基底

部には幅数10m(最大110m)の角礫帯が発達し,西北方

12㎞のMorococha鉱床地帯から,ヵラワクラ鉱床の

南東に隣接するSanCrystoba1鉱山(いずれも当時セロ･

デ･パスコ杜経営)まで連続するが(第3図),鉱体の一部

がこの角礫帯に含まれるのはカラワクラ鉱床だけであ

る.

鉱化作用は早期の含鉄閃亜鉛鉱･磁鉄鉱･赤鉄鉱･黄

鉄鉱(多量)からたる石灰岩を交代するマント型鉱床

と,これに一つく“角礫化作用と割目の形成後,後者を充填

した後期の黄色閃亜鉛鉱･方鉛鉱･輝安鉱･毛鉱からな

り,コッケｰド構造や累被縞状構造をもつ浅熱水性鉱脈

からたっている.後者が主た銀の源である.マント型鉱

床に属するのは南部のHuariapampa鉱床で,プカラ石

灰岩のドラッグ摺出部を交代して,摺曲軸方向に落し,�



一40一

三宅輝海

�

～

～

■一

～

十十

～～

��

へ～

十

～

令

十

��

�

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十十

十

十

十

十

～

＼一

～

～

�

VVVVV++++～〉V

�

��

����

噉����

ムト

�������低�

OREZONE44杜VムVV

峨詳<､UA､､PA､が靖

･･､Jp

佐�偉�

＼

＼'､

'･＼1LEGEND

･…｡､･･国コ･[=1コ･

'↓･レ･レ1座コ･匝□･

�

｡｡｡｡1｡｡｡匝コ･圧コ･

㎜国コ･国コ･

厘黎･

第3図鉱床地質図.

�

�

㌀

�

�

�

�

�

�

マチャイ層

ゴイヤリスキスカ層

プカラ層

カタリナ火山岩類

エキセツヨｰル頁岩

石英モンゾニ岩

ダイアベｰス岩脈

角礫帯

鉱石帯

南

Kmv～

ダNE

十十

十十十十

く十十十～

～＼･･十＼～…μ

帀

･･､〃

パ｡｡｡/｡pc

｡/･Victo｢ia

呵湮敬

…～＼十｡十｡十＼～～

/～＼十十

第4図(下)鉱床地質断面図･凡例は第3図と同じ･

幅は最大40mに達し,露頭都は露天掘された(第3図)｡

私が見たのはこの鉱体の下部である.このマント型鉱床

が角礫化されたのが,BrecciaOreと呼ばれ,プカラ

層の基底部の角礫帯中に層状ないし薄いレンズ状に引

き延ばされて産する｡下盤側のYiejecitaZone(延長

約500m)と上盤側のPrincipalZone(延長約200m)があ

るが,いずれも母岩の走向NW,傾斜5～鮒SWと一

致する整合的層準規制鉱床である･後期の鉱脈鉱床は

CrossYeinと呼ばれ,急傾斜のN6ぴ～85.E走向の脈

で,ワリアパンパ鉱体を切る1920脈(数字は通洞坑口から

のメｰトルで表した距離)および2020脈等がある･壁岩の

変質作用はドロマイト化が主で,スカルンは見られた

し､.

これらの鉱床はインカ摺曲によって隆起,侵食を受け

地表に露出し,天水によって二次冨化された銀の冨鉱体

が,コロ･ニアル時代に採掘された｡しかし冨鉱体の形成

地質ニュｰス451号�
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は各鉱体によって異たり,ワリアニくソバ鉱体は綴密で天

水が浸透し難く,冨化が進またかったのに加えて,その

露頭は第四紀の氷河の流路にあって,氷食によって削り

とられた.これに対して北部の角礫鉱(BrecciaOre)は

孔隙に富み,Lかも氷河の侵食を免れる地形的な位置に

あり,冨鉱体を形成した･是清等が見たのは角礫鉱のビ

エヘシｰタゾｰンかまたはプリンシバルゾｰン,あるい

は銀に富む後期の鉱脈の二次冨化鉱体の採掘跡であっ

た.おそらくここから採取された鉱石の一部がドイツや

日本にもたらされたものであろう.残っていたのは銀に

乏しいPrimaryore(初生鉱石)であった･

ここでマントという用語を自明のことのように述べた

が,誤解を避けるために説明を補足しておいた方がよい

だろう.最新の鉱床学の教科書でEvans(1986)はフラ

ットな管状鉱体と定義し,地層に整合的在レンズや層状

鉱体にはフラットという用語があるとしている.Gui1-

bertandPark(1986)の教科書では,これをフラット

た棒状(rod-1ike)鉱体とはしているが,スペイン語では

マントはマントルまたはケｰプを意味し,フラットで層

状のシｰト様鉱体に使われる方カミ本来の語義からは適切

であると述べている.彼らがマント鉱床としているPi.

noche鉱床,ネバダ州およびMagma鉱山,アリゾナ

州では地層を切る割れ目を上昇してきた鉱液がフラット

た石灰岩層に遭遇し,その層理に沿ってこれを交代した

棒状,レンズ状またはツｰト状の鉱体で,スカルン鉱床

とは異なる石灰岩中の交代鉱床である･Lyonsはカラワ

クラをこのような典型的たマント鉱床と考えた･しかし

ペノレｰアンデスの西部コルディレラ帯(WestemCordi-

11era㎜orPhOstructua1unit)(第5図)には次のようだ多

数の銀･鉛･亜鉛その他を含む参金属鉱床が知られてい

る.すたわち北部のワルガヨヅク(Hua1gayoc)から中部

のエル･エストラｰニョ(E1Extrano),ワソサラ(Huan-

Za1a),カサパルカ,ヤウリドｰム鉱床群(モロコチャ,サ

ゾ･クリストバル,ヵラワクラ)等の諸鉱床である.それら

の鉱床形態は鉱脈,レンズないし層状鉱床,あるいはス

カルン鉱床と様々だが,そのかたりのものが層準観制鉱

床で,石灰岩中のマント鉱床と浮ばれている(第6図).

ペルｰではマントという用語は単にスペイン語のマント

の意味で使われる場合も多く,層状の堆積性鉱床もそう

呼ばれることがある･ヵラワクラ鉱床はLyOnSの解釈

にしたがってマントと一紹介したが,Da1heimeretal.

(1983)はヤウリドｰムに関連する鉱床群にたいして,リ

ズミックた構造をもつ鉱石,鐘乳石中の鉱石鉱物および

鉱石鉱物を含むSty1o1ite構造等から同生ないし続成的

鉱床であることを示した･鉱液の起源は西方の大陸縁に

活動的であった火山弧に関係する･これはLyonsによ

遅1992年3月号

ってカラワクラ鉱床の上盤に必ず薄い凝灰岩層が伴うこ

とと調和的である.西部コルディレラの石灰岩中のマン

ト鉱床は,60年代の後生論から最近発展してきた上述の

ような同生ないし続成的成因論に移りつつあり,鉱床学

上の欠きた論争の的にたった.これについては後に触れ

る.

さて明治22年(1889)といえば,当時ヨｰロッパで一般

的に読まれたVonCottaのLehrevondenErz1ager-

1t註tten(第二版,1859;英訳1879),イギリスのJ.A.Phi-

sipsのTreatiseonOreDeposits(1884)によって1例

えばコソウォルの錫鉱脈の熱水生成説が漸く確立されて

きた時代であり,二次冨化説に至ってはフランスのL.

deLauneyによって1900年にはじめて正確に記述され

た現象で,是清のカラワクラ時代には勿論はとんどの人

に知られていなかった､すなわち是清を代表とした日本

による開発が失敗した当時のカラワクラの状況の鉱床学

的に納得できる説明は79年後の1986年にたってLyonsに

よってはじめて与えられたといってよいだろう･

この事件を後年の史家がどのように批判しているかは

知らない.失敗の理由を情報不足や人為的ミスにしてし

まうのは容易だが,理由の一つを当時の鉱床学の幼稚さ

にあるとすることもできる.こういう見方は的外れかも

知れないが,この事件に興味をもつ人には何かの参考に

たるかもしれない.次にもっと重大た失敗の根本原因を

考察してみたい.

3.簡単なペルｰ国鉱業の歴史と明治中期の

わが国の鉱業の状況

一般に海外資源の開発は,開発する側が被開発国より

も高度の技術と資本のいずれか,または両方をもってい

るのがふつうである｡当時日本は明治維新後,欧米先進

国に追いつくべく官民総力をあげて努めていた時代で,

技術的には勿論資本的にもペルｰ㌃こ較べてそれ程優位に

あったとは考えられたい.この点に少し触れよう.

明治政府は明治6年r日本坑法｣を公布して,政府の

鉱業専有主義と民間にたいする借区･採掘権を明確にし

た.欧米技術を採用して鉱業を発展させるために明治元

年から12年にかけて生野･佐渡･小坂･阿仁等を官営と

し,米･英･独･仏4ヶ国から土木･地質･採鉱･製錬

の技術者80名を招聴して指導に当らせ,民間鉱山の模範

たら1めようとした.例えば明治2年官営にたった佐渡

金山は,幕府の戊辰戦争の軍費調達のため圧力をかけら

れた濫掘によって荒廃していたが,これを立て直すため

明治8年大立竪坑を開穿,蒸気機関による捲揚げが明治

11年に始まった.明治19年から22年にかけて,大蔵省佐�
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渡鉱山局長に任命された大島高任によって,ドイツから

熔鉱炉･精錬機械が輸入された.漸く利益が上がるよう

にたり,rこれによって漸く技術水準は欧米鉱山のそれ

と肩をたらべるようにたった｣(田中､1986).阿仁鉱山の

場合は民有であったが,明治7年官有にたり,明治13

年,化学のメッケル,採鉱のライヘル,冶金のハイゼソ

をドイツから招いて調査させ,明治15年起業費100万円

で採鉱製錬設備を改善し,坑内に回転式の穿号機をはじ

めて導入したという.明治18年これが古河市兵衛に払下

げられた.これを見ても分るように当時国内の鉱山は先

進鉱業国ドイツ･フランス等の技術的指導をうけ,近代

的鉱山として復活しつつあったが,機械設備はほとんど

輸入であった.一般に近代的操業はまだ目が浅く経験の

ある技術者は少たかったし,資本の蓄積も十分ではたか

った･しかし民間でも明治7年フランス人ラロックを招

へいして,別子鉱山を近代化し,明治23年に開山200年を

祝った住友,明治6年吉岡鉱山に穿号機を導入して通洞

を開穿して三菱鉱業の基礎をつくった三菱,明治10年足

尾銅山の払下げをうげ,盛大に稼行Lて明治24年には既

に鉱毒問題を起こした古河等のようたかたりの資本と技

術をもつ鉱業経営者もいたのである.Lかしこの時期は

日本近代鉱業の黎明期というべきで,海外に進出するよ

りも乏しい資本と技術者を国内鉱山の復興に向けるべき

時期であったというべきだろう｡是清のカラワクラ計画

でもっとも不可解なことは,その出資メンバｰに上記の

ようだ鉱業家が入っておらず,むLろこのようた専門家

に話が洩れることを警戒して,民間の経験ある鉱山技術

者による調査を行わず,実務に暗い大学関係者の言を信

じたのが致命傷になった｡

一方ペルｰの鉱業事情は,歴史的に瞥見しただけで

も,おそらく旧幕時代には鉱山技術はペルｰの方が進ん

でいたと考えなげれぼならたい.読者は16-7世紀世界一

の銀山であったボリビアのポトツ鉱山の名を聞いたこと

があるだろう.この鉱山は現在のボリビアが1776年アノレ

ゼソチソと共にラプラタ副王の管轄にたるまではペルｰ

領であった｡鉱山について述べる前にスペインの征服者

(コンキスタドｰル)の南米遠征の実態に触れておく必要が

ある.彼らの遠征費用はスペイン王室の予算で賄われた

のではなく,彼ら自身によって調達(資産家からの負債と

いう形の投資)され,王室は多少の武器の援助をしたに

過ぎたかった.しかL新発見の土地はスペイン王領とた

るが,征服者はその領主となり,そこで獲得Lた利益の

5分の1を王室におさめるという契約とひき換えに遠征

許可が与えられた｡彼らはまずこの負債を償還したげれ

ぽたらず,更にその上に遠征費用を大きく上まわる自分

自身の利益をあげなけれぽたらたかった･手取り早くこ

れを遂行するには,征服した土地の王や貴族の金銀財宝

の掠奪と高品位未開発鉱山の半奴隷的強制労働による金

銀の収奪にあった.彼らが植民者と呼ばれず征服者(コ

ンキスタドｰル)と呼ばれるのはこの故である.

1533年カハマルカで征服者の首領フランシスコ･ピサ

ロが誘拐したインカ帝国の王アタワルパの身代金として

350万ポンドの金を歎取し,同年首都クスコに侵入して

掠奪した後は目ぼしい財宝は尽きてしまった.これに代

ったのが1545年(天文14年)に発見されたポトツ鉱山であ

った.この冨鉱は征服者らの最大の収入源にたり,その

5分の1はスペイン,ハプスブルグ王室に送られたのは

勿論,そのほとんどが本国に送られるが,財政の苦しい

スペインを素通りしてジェノヴァの銀行業者を経て全欧

州に行きわたり,近代資本主義の資本の蓄積に寄与した.

ポトシは人口16万の新大陸最大の都市にたり,この市場

に対して北はキトｰ(エクアドル)から南はツクマン(アル

ゼンチン)まで種々の産業が起ったという.初期にはイン

ディオの原始的方法で稼行されたが,やがて品位が低下

すると･ワソカベリカのSantaB6rbara鉱山産の水銀

によるアマルガム製錬法(混末法)が1574年に導入(渡辺,

1969)され,当時の最新技術によって高い生産が維持さ

れた･サンタ･バルバラ鉱山は1560年から1813年までに

5万トン以上の水銀を産し,当時この製錬法が開発され

たメキシコヘも輸出された(Petersen,1990)･混永法は慶

長年間(1596-1614)南蛮人によってわが国へも伝えら

れ,佐渡等で使われたが,水銀不足のため中止されたと

いう(小葉田.1968).もう一つの要因はインディオ労働

者を消耗品のように扱ったミタと呼ばれる強制労働であ

った･史家によれば(Ga11eano,1971;染田訳,1990)ポト

シのセロ･リコ(richhi11)は3世紀の問に800万の人命

を奪い･毎年15,000人が労役に徴発されたが,10人の

うち7人は帰らたかったといわれる.コロニアル時代

(1535-1821年)に稼行された主た銀山地帯はポトシの外

に,北部のラルガコッタ,中部のセロ･デバスコとカス･

トロビレイテ(Castrovirreyna)および南部のカイリョマ

(Cay11oma)等30近くあった.しかし1790年には728の

銀山と69の金山が稼行していたが,地表近い冨鉱の潤渇

による品位低下,深部開発に伴う排水の困難,そしてイ

ンディオ酷使による人口減少から労働力不足で鉱業は停

滞気味であったという･そこに独立戦争(1824年独立)

が鉱山の荒廃に拍車をかけた.1860年代になると南部の

海岸砂漢地帯はグアノブｰムに湧くが,採掘権をもって

いたチリとの間に紛争が起こり,ペルｰ･ボリビア連合

軍がチリと戦った太平洋戦争(1880-1883年)が勃発,連

合軍は敗れた.1890年代に入って漸く世界の第二次産業

革命にたいする非鉄金属の需要が高まり鉱山の復興が始

地質ニュｰス451号�
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まった.しかしそれはコロニアル時代の手工業的鉱業の

復活ではたく,当時の最新技術で機械化された低品位鉱

の大量採掘と機械的選鉱･製錬で'なげれほならたかっ

た.それまで高品位の金･銀鉱だけが採掘されてきたセ

ロ'デ.バスコが銅･鉛･亜鉛をも対象とする近代鉱山

として復活したのは,アメリカ資本による山元の採鉱･

選鉱設備の近代化の他に,ラ･オロヤ製錬所,そしてグ

アノ景気当時の借款で建設した中央鉄道(リマｰラ･オロ

ヤ間)が必要であった.カラワクラ鉱山はその後リマの

gi1dmeister家の所有にたり,小規模に銀の冨鉱を採掘

していたが,1948年イギリス系のVolcan杜の所有にた

った.同社は3.65㎞のヴィクトリア通洞を開穿して1

下部開発を進め,1960年目産800tの選鉱場をもつ中型

鉱山として出発した.コロニアノレ時代の高品位銀鉱山が

近代的鉱山に復活するのに12年を要したことにたる･

1889年にやってきた是清を代表とする日本チｰムはコン

キスタドｰルとしてはあまりに遅く,近代的た鉱山経営

者としては当時の冒本の国力を考えると早過ぎたのであ

る.これでこの小文の主題は終ったが,ペルｰの西部コ

ルディレラは先に述べたカラワクラの成因問題に関連す

る鉱床学上の重要た論争の約とたり,そこに三井金属が

開発したワソサラが重要た役を演じるという話をつけ加

えよう.

4.西部コルディレラの鉱床その後

日本の企業がその技術と資本をもって,再びペルｰに

進出して成功するには1960年代まで待たねばたらたかっ

た｡すたわち三井金属がはじめて西部コルディレラでワ

ソサラ鉱床の探鉱に成功した･この鉱床は,カラワクラ

鉱山の北西約160km,ワヌコ県ワリヤソカ村にある(第

5図).そこではカラワクラ鉱床のあるプカラ層(トリア

スｰジュラ紀)の上の下部白亜紀のコイアリスキスカ層

群の石灰岩中に,石英斑岩に関連して鉛･亜鉛のスカル

ン鉱床が生成されている.少量の銅が含まれる･後から

開発された同じ層準の南部のCumbre鉱床はマント型

で,ドロマイトを伴っている(Fukahorieta1.,1990)･ワ

ソサラもコ日ニアル時代から採掘され,一時セロ･デ･

パスコが関係したことがあるが,1964年以降三井金属の

経営に移り,調査･探鉱･建設に4年を要し,68年生産

を開始した.カラワクラにたいしてDa1heimereta1.

(op.cit.)が同生説を提案したことは,既述したがワソ

サラ鉱床にたいしてもImaietal.(1985)およびFuka

horieta1.(1990)のスカルン鉱床あるいは狭義のマント

鉱床説,すたわち後生説にたいして,同一生たいし続成

(Syndiagenetic)鉱床であるとSamaniego(1982)は主

1992年3月号

張する･これによれば,ワソサラ付近のコイアリスキス

カ層群は下からChimu砂岩層,下部Santa層(下部は

砂岩･頁岩,上部は石灰岩),および上部Santa層(石灰岩)

からなり,さらにその上のCarhuaz砂岩･頁岩層がく

る.ペルｰ中･北部の西部コルディレラに分布するサン

タ層には層準規制の約80の鉛･亜鉛の稼行鉱山と鉱徴地

が知られているが,彼はこれらを総括してサンタメタロ

テクト(meta110teCt)と呼んだ､これらの層状ないしレ

ンズ状の鉱床には,カラワクラに対してDa1heimereta1

が挙げたと同様た堆積および続成構造が示されている｡

地層は緑色片岩相の弱い変成作用を受げスカルン鉱物を

生成しており,また鉱床生成後のインカフェｰズの変動

によって変形Lていることが示された.またサンタ層中

の凝灰岩層は火山活動との関連を示し,火山噴気性堆積

鉱床であることを示唆した.鉱床の金属組成の変化は火

山源からdista1かあるいはproxima1かを示すという.

銅に冨むワソサラは後者である.Imaieta1.(1985)に

はこの論文が参照されていたい.これにたいしてPierre

So1ereta1.(1985)は鉱床生成時の地質環撞からも同生

鉱床であると反論したが,これらの著者の中の2人,

C0｢｢0sa1andSaez(1990)は最近開発の進んだPacha-

paqui鉱床(ワソサラの東南約11km,同じサンタメタロテク

トに属する)とワソサラの地質･鉱床を記載して,同生

説を推進した.同生論者の論拠は最近にたって次第に明

らかになってきたアンデス造山テクトニクに拠ってお

り,これを知らずしては理解し難いので,Cobbing

(1985)の説を簡単に紹介しよう.

ペルｰのアンデスは東部コルディレラと西部コルディ

レラに分けられ(第5図),前者は古生層,後者は中生層

からなる.東部コルディレラは北部は先カンブリア変成

岩のMaraioncomp1exであるが,南方は中部ペルｰ

からボリビアを経てアルゼンチン北部に達する弧状のペ

ルｰ■ボリビアベｰズソの砂質･泥質堆積物からたって

いる､古生代のヘルシニアソテクトニクサイクルが終わ

ると,トリアス紀からアンデステクトニクサイクルが始

まる･大陸西縁は現在のペルｰ･チリ海溝に平行た海洋

一大陸収束縁になり,サブダクションにともたって火山

弧の活動が始まる･その背後は展張圏(tenSiOnregime)

となって,taphrogenyと呼ほれる地殻の裂開,ホルスト

とグラｰベソの形成,地殻の薄化,そして沈降を含むテ

クトニクが始まる･これは全南米大陸の収束縁に起こっ

たが,ペルｰの部分は西ペルｰトラフ(WestPeruvian

Trough)と呼ばれensia1ic地向斜である･その最初の

堆積物はプカラペｰズソを充!したプカラ層(トリアスｰ

ジマラ)で,ブラジル層状地の西縁に幅広い炭酸塩プラ

ットフォｰムを形成した(第6図)一その厚い石灰岩は前�
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第5図

I海岸帯I晒部コルディレラ皿アルティプラノ

IV東部コルディレラVサブ･アンデス帯

1ワルガコック2エル･エストラｰニョ3アゾタミナ

4ワソサラ5ウチュクチャクワ6サゾ･ビセンテ

7ヤウリドｰム(モロコチャ,カラワクラ,サンクリストバル)

8ワソカベリカ9ラウル10カストピレｰナ

69｡

positivezoneによってトラフは東西のトラフに分

かれる(第6図)｡東部トラフは第三紀以降は内陸湖

にたり,ペルｰのオリエンテ油田を胚胎する.西部

トラフ自身も上述したコウ地向斜とミオ地向斜の極

性をもつ.堆積作用はプカラ層群(トリアスｰジュラ

系)に重なってコイアリスキスカ層群(下部白亜系)

･古第三系と続く･コイアリスキスカ層群は,マラ

ニョン地背斜に平行に分布し上下は砂岩･頁岩であ

るが中間にサンタ層を含み,チャビンベｰズソ周縁

のドロマイトを伴うサブカ環境に前述のサンタメタ

ルテクト(Samaniego,op.cit.)が形成された.コイア

リスキスカ層群の上にくるアルピァソ階たいし上部

白亜紀のJumasha層の石灰岩はワルガコック鉱床

群を含み,ここでも同生･後生論がある(Maefar1ane

eta1.,1990)･

“ユウ地向斜"の堆積物は白亜紀中期のモチカ変

形後海岸バソリスの避入(1O1-37Ma)が行われたが,

この問もミオ地向斜は展張圏にあって堆積が続い

た･最大の変動は上部白亜紀から古第三紀(最盛期

は40Ma前)にわたるアンデス造山の主要フェｰズ,

インカ摺曲(写真5)の圧縮テクトニクである.この

変動の前後では火成活動の性質は対照的に変化し,

変動前のプリミティブな縁海底の玄武岩質火山活動

にたいして,変動後の火山活動は,変形･合体隆起

したユウ･ミオ両地向斜堆積物の隆起侵食面をおお

う安山岩質たいしテｰサイド質のプラトウ火山岩類

パイルであらわされる.中生代の貫入岩類はほとん

どユウ地向斜軸に沿う比較的幅の狭い帯(海岸バソ

リス)に集中するが,第三紀のそれは個六独立して

より東方の広い範囲に分散する.第三紀の貫入岩類

はそれ自身の申に鉱脈を胚胎している場合(モ回コ

陸へ海進し,サブカ的環境に蒸発岩やper1tida1ドロマ

イトが生成され,東方のサブ･アンデス帯にSanVice-

nteのミシシピバレｰ型亜鉛鉱床を胚胎する(第5,6図).

前述Lたようにカラワクラもこの地層に含まれる｡

西ペルｰトラフは互に交通はあるが,それぞれが独自

の堆積作用とテクトニ･クをもつ,いくつかのべ一スソか

らたる複雑たトラフである･西側火山島弧の部分は主と

して火山岩･火砕岩からたり,砕屑物を挟む古典的た

“ユウ地向斜"(ワアルメイおよびリオ'カニエテベｰスン)

(写真4)その東側は陸源砕屑物と陸棚炭酸塩岩石を主と

L少量の火山物質を挟む“ミオ地向斜"(ボンゴスおよびチ

ャビンベｰズソ)が並列する(第7図).ジュラ紀中期から

末期にかけて,西ペルｰトラフの中央よりやや東よりに

マラニョン地背斜(Mara五〇ngeantic1ine)が隆起し,

写真4ワｰルメイベｰズソ(ユウ地向斜)ピロｰラバｰチン

ボテ北方のパンアメリカンハイウエイにて｡人物は

Ing･Gondo

地質二'ユｰス451号�
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縁海べ一スン東部プラットフォｰム

マラニョン地背斜

ブラシフレ層状地
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縁海べ一スンにおける古生代一先カンブリア紀申,

マントルの寄与侵食と火成活動のあった

大陸地殻:

“オロゲン"ソｰス

[1コ下部白亜紀(東部トラフ)コイアリスキスカ層

圏下部白亜紀(西部トラフ)コイアリスキスカ層

目≡≡1コトリアスｰジュラ紀プカラ層

囮ヘルムｰトリアス紀Mitu層

固古生代一先カンブリア紀

�

･サ･･Y･:

上部地殻と``オロゲゾ'

貯留の混合

(およびマグマ鉛)

＼

先カンブリア上部地殻

の溶脱と侵食:

放射性起源鉛のソｰス

＼

ペルム紀リフトに関係した

Mitu火山岩:低放射性起

源Pbの源?

土

禽層準規制鉱床

ムその他の鉱床

口=コ高レベルの第三紀ストック

凶刃上部自亜紀一第三紀プルトン

第6図ヘルｰ中央部の模式構造地質断面図,第三紀の地質に基く鉛の起源を推定する(アルビアソ以後の地質は土してない).

Gunnescheta1.(1990)より.
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4.RioCa旋teBasin

主沈降期

1.セノマニアン･サントニアン

2.ティトニアン

3.アルビアン

4.ネオコミアン･アルビアン

充填物のタイプ

��摩浥��

㈮�摩浥��

3.､1o!cani(=s

���慮楣���摩浥��

＼1

口漉諒竺外の

＼2

＼

､

＼

､4

､

＼

＼､､

第7図面ペレｰトラフの内部構造,

ユウおびミオ地向斜(Cobbing,1985より)､

､

＼

＼

.＼

･＼

･＼

.＼

.＼

＼

チャ)もあるが,多くの場合それが貫くジュラ･白

亜紀の石灰岩中の鉱床と密接た関係をもっている.

鉱床は多種多様で,スカルン鉱床〔Antamina(Pe･

tersen.1965),Santander(Bena∀ides,1990),Uchuc-

chaca(Busse1eta1.,1990)〕,高温熱水性交代鉱床

〔セロ･デ･パスコ(Einaudi,1977)〕,その他多数

の鉱脈およびマ:■卜鉱床〔例えばモロコチャ,フル

ガコック(Macfar1aneeta1.,1990)〕等がある.こ

れらのプノレトソは中生代の同生鉱床を変成させたり

(ワソサラ),同生鉱床がreSurgeされて晩期に鉱脈

にたったりすること(ヵラワクラ)･があるかもしれた

い.この参金属鉱床の産状の多様性と豊富さはアン

デス造山帯特有のものである｡そこでは単純た海一

大陸収束縁が顕生代を通じて略同じ位置にあり,中

生代以降はサブダクションが古生界造山帯の上に背

弧縁海(西ヘルｰトラフ)を生じた.ユウ地向斜にお

けるマグマのunderp1ating(底つげ),･海岸バソリ

スの定置,そして隆起が起こり,これに並行してミ

オ地向斜の堆積物充填,それに続く圧縮変形,隆起

1992年3月号�
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写真5インカ摺曲をうけた中生界ラオロヤ付近.

そして東へ移動した陸上の火山フロントの活動等が地殻

の肥厚に大きく寄与し,アンデス造山が行われた.この

アンデス型造山帯は,大陸一大陸型のアルプス･ヒマラ

ヤ造山帯,環太平洋の付加プリズム型の海一大陸収束帯,

そして外来テレｰンの付加によって生長した北アメリカ

コルディレラとは異なる型の典型である｡Gmneschet

al.(1990)は鉛の同位体組成が海岸帯の鉱床(ラウル,コ

ンデスタブレ)のマントル値に近い億から,西コルディレ

ラ帯,アルティプラノ帯,東コルディレラ帯,そしてサ

ブアソデス帯の鉱床と進むにつれ,古生界由来の放射性

起源鉛が増加してゆくことを示した.最も東のサブアソ

デス帯のサゾ･ピセソテ(ミシシピバレｰ型)は負のモデ

ル年代をもち,フォアランドのブラジルクラトン起源を

示した.これはアンデスの上述の構造の解釈と調和的で

ある(第6図)､以上を要するに西部コルディレラの石灰

岩中の層準規制鉱床の理解には熱帯の陸棚上の浅海炭酸

塩ファシｰズの理解が必要である.

5｡結語

私が是清ミッションのことを知ったのはリマの邦字新

聞｢ペルｰ新報｣の記事からであった.それには是清の

作として｢アンデスの高嶺に白銀花咲くといわれし鉱山

の倉は空なり｣という意味の歌があり,カラワクラ,倉

は空と語呂をあわせると覚え易い.但しこの歌は自伝に

は載っておらず,歌詞は正確てたい.ちたみにカラワク

ラはケチュア語でカラは｢裸の｣,フクラは｢角｣という

意味だという,鉄閃亜鉛鉱を指したものであろう.

蛇足であるが,私の助手だったIngGondoはその後

｢ペルｰ新報｣の社長にたった｡彼の両親は福岡県出身

で,同県の移民100年記念祭?にペルｰ目系人代表とし

て県から招待され1982年に来胃Lたが,83年に浅くたっ

た･生きていたらフジモリ大統領のよいブレｰンにたっ

ただろうと憎まれる.

余計なことかもしれたいが,是清自伝の下巻には,帰

国後家屋を売り払った後,正金銀行に入って副総裁にた

り,そして日銀に転じて副総裁としてイギリスで日露戦

争の戦費調達の外債募集に奔走し,日本の勝利に導いた

ことが述べられている.

〔謝辞〕文献について御世話頂いた地質調査所の佐藤興

平氏たらびに金属鉱業事業団の関美智子専門調査員に深

謝する.

文献

BenavidesQ･A･(1990):Exp1orationandMiningVent･

��楮健���渭�������㌰㈮

Busse1,M･A･,A1pers,C･N.,Petersen,U.,Shepherd,T･J.,

Bermudes,C.,&Baxter,A･N.(1990):TheAg-Mn-

��湶�測剥�慣��琬慮�歡��灯�瑳潦啣

桵����却畤��晳�����楮敲��礬浥��

��湧�物�瑯�����楮�畳楯���渮�漱�

��㌴����

Carrasca1,R,andS色ez,J.(1990);Strataboundoredepo-

�瑳楮���������琶整��印物湧敲�爀

��敲�測����

Cobbing,E･J.(1985):ThetectonicsettingofthePeru一

地質ニュｰス451号�



高橋是清とペルｰ,

カラワクラ鉱山

一47一

癩慮����杭慴楳���慴故摧攬��楴捨�

敲�����楴潮�����楮本���散歩��攬

R･D.,3-12,JohnWi1eyandSons,N･Y.,

���浥爬��慵獣��測����畴�����㌩�

Tektonische,fazie11eundPetrographische1agerst置tt-

敵���捨敕�敲獵捨�来��敲坥�昱慮步��

�浯�奡由���牡�健��扌�漱�����

����广�㈶�㌵�

��畤��吮����湶楲潮浥�潦��数�楴楯��

Pasco,Econ.Geo1.72,893-924･

�慮�����������整楯�潯�来漱���

ed.p.14,B1ackwe11ScientiicPub1ication(三宅輝海

訳,1989,鉱床地質学序説;p,25山群杜,東京

��潢����穡�歹������楳潦卡湖楮�

捥�攬��牡�敲��漱���楳潴潰楣�爬��

���癩��攬�潮������㈭�㌷�

Fukahori,Y.&Sakaguchi,K､(1990):Mineralization

捨�慣�物�楣�湃畭���愬�慮穡�浩�湧

摩�物捴����健��楮�����㌭㌳�

���漬�����慳癥���敲���浥物��瑩�

na,Barcerona(大久保光夫訳,1991,収奪された大地,

p.97-104,藤原書店)

���牴��������������杣漱��昀

��数�楴��������慮慮�潭���

�央

�湮�捨����畭慮���畭獣栬�����

��楳潴潰��楡瑩潮�捲�����牡汐敲當楡�

��献�潮�����㌸����

�����睡�歩���慫慨慳���������

牡�穡瑩潮慮��慧��楳潦�效���慍楮攬

�潮���������

�潮���������漱��晃�慨�捲�楮攬

健������������

��������健���������楳潴潰�昀

瑢效���������敲�敲��潮���

85･1303-1327･

小葉山津(1968):日本鉱山史の研究p.64,岩波書店.

健�����奩������攬������獰散楡�

楳獵��潴�瑯��楮敲��灯�瑯�敲甬偲敦慣攀

�潮�����㈸����

Sa血aniego雪A.(1982):CorrelationofStrata-Boundde-

灯�瑳楮�����整慣�畳卡��整���捴潦

湯牴��捥�牡�敲甬����楳���慴�晡牴

�������整�������印物湧���慧�

��楮�

卯�爬倮��牡獣����慥������楮敲��慴楯�

慮��慧��楳潦�慮穡�������健�

�楳��楯測�潮���������

染田秀藤(1989):ラテンアメリカ史,スベイソ領アメリカ,ヘ

ルｰ副王領,p.97-206,世界､思想杜.

高橋是清(1936):高橋是清自伝,千倉書房,復刻版,上塚司

編,中央公論学術文庫,4版,1979.

田中圭一(1986):佐渡金山p.257-259.教育杜.

渡辺万次郎(1969):鉱山史話,東北編p.108-9,丸善.

�����浩��㈩�������歩�慮��

�牡桵慣牡�楮��敲�

<受付:1991年9月2日>

1992年3月号�


